万葉集「譬喩歌」の比喩分類について by 上森 鉄也
流通科学大学論集―人間・社会・自然編－第 21 巻第 1 号，1-10(2008) 
*流通科学大学商学部、〒651-2188 神戸市西区学園西町 3-1 
（2008 年 3 月 14 日受理） 
○Ｃ 2008 UMDS Research Association 
 
万葉集「譬喩歌」の比喩分類について 




























「譬喩歌」という部立は、万葉集の巻 3 にあるのが最初で他の巻にもみられるものであるが、 
これらの「譬喩歌」については、井手至の詳細な考察があり、「譬喩歌」に収められている歌につ


































































































































           本義       喩義     説明語句 
①       ○        ○        ○ 
②       ○        ○         × 
③       ○        ×         ○ 
④       ×        ○         ○ 
⑤       ○        ×         × 
⑥       ×        ○         × 
⑦       ×        ×         ○ 
⑧       ×        ×         × 
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    たとえる事がら    たとえられる事がら    たとえる意識          型 
          ○                  ○                ○                A 
          ○                  ×                ○                B 
          ○                  ○                ×                C 






































あをによし奈良の都は → 喩えるもの(趣意) 
咲く花の薫ふがごとく → 喩えられるもの(媒体) 


















































2) 井手至「巻三譬喩歌の表現」『万葉集を学ぶ』第 3 集、有斐閣、1978 年 3 月。以下、井手至の引用は本論
文による。 
3) 国語学会編『国語学大辞典』東京堂出版、1980 年 9 月。 
4) 中村明『比喩表現の理論と分類』秀英出版、1977 年 2 月、36 頁、43 頁、175 頁。 
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7) 内田賢徳「比喩事典」『万葉集事典』別冊国文学 46、学燈社、1993 年 8 月。 
10                      上森 鉄也 
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